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１．まえがき

道路橋床版の補強法の１つに，旧コンクリートの

上面に新コンクリートを増厚する上面増厚工法があ

る．この上面増厚工法には，早期交通開放が可能な

超速硬セメントコンクリートがよく用いられる．し

かし，早期交通開放を行った場合，超速硬増厚コン

クリートが若材齢で交通による疲労荷重を受けるこ

とになる．そこで，本研究は旧コンクリート供試体

上面に，鋼繊維補強超速硬セメントコンクリートを

打ち継いだ増厚コンクリートが，若材齢に疲労荷重

を受けた場合の曲げ疲労強度および付着強度の特性

を明らかにすることを目的とした．

２．使用材料および配合

旧コンクリートの使用材料は，セメント：普通ポ

ルトランドセメント，粗骨材：天竜川産の川砂利，

細骨材：員弁川産の粗砂と長良川産の細砂の混合砂，

混和剤：AE 減水剤，AE 補助剤である．新コンクリ

ートの使用材料は，セメント：アウィン系超速硬セ

メント，骨材：旧コンクリートと同じ，混和剤：高

性能減水剤および凝結遅延剤，鋼繊維材料：長さ

50mm のインデント型，である．鉄筋は異形鉄筋

D10(SD295A)を使用した．また，表－１に新旧コン

クリートの配合を示す．

３．実験概要

図－１に供試体断面図，図－２に供試体寸法，載

荷方法および引張試験用供試体採取位置を示す．供

試体の作製方法は，まず旧コンクリートを作製し 28

日間水中養生を行う．その後，TypeⅢは旧コンクリ

ートのみで疲労試験を開始する．TypeⅠ，TypeⅡに

ついては水中養生後，高さ 5cm の新コンクリートを

超速硬セメント，打継目，若材齢，曲げ疲労強度，付着強度
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表－１　新旧コンクリートの配合
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旧 45 64 184 409 101 937 594 ―― 818 16.4 ―― ――

新 38 60 151 420 108 997 749 60 ―― ―― 4200 8400
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　図－２　供試体寸法，載荷方法および
　　　　　引張試験用供試体採取位置
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図－１　供試体断面図
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打ち継ぐ．なお，TypeⅡは旧コンクリート上面をシ

ョットブラストにより投射密度 150kg/m2 で表面処理

を行う．新コンクリート打設終了後４時間で曲げ強

度を測定し，その強度をもとに応力レベルを設定し

曲げ疲労試験を行う．曲げ疲労試験は２点載荷で行

い，疲労に用いた載荷波形は sin 波，振動数は 10Hz，

載荷回数は 100 万回，応力レベルの上限値は疲労開

始強度の 70％，下限値は 15％とした．曲げ疲労試

験終了後，疲労を受けた供試体（疲労用供試体）と

疲労を受けなかった供試体（比較用供試体）につい

て曲げ疲労試験を行った．ここで，疲労用供試体の

曲げ強度を残存強度，比較用供試体の曲げ強度を比

較強度とし，残存強度と比較強度の比を曲げ強度比

とした．また，TypeⅠ，TypeⅡについては新旧コン

クリートの付着強度を測定するために直接引張試験

を行う．ここで，疲労用供試体と比較用供試体の最

大引張強度を，残存付着強度および比較付着強度と

し，これらの強度の比を付着強度比とする．

４．実験結果および考察

図－３は TypeⅠ～Ⅲの曲げ荷重比（残存曲げ荷重

／比較曲げ荷重）を示している．図より TypeⅠでは

0.83 と曲げ荷重の減少が大きいが，TypeⅡでは 0.95

と減少率が小さくなっている．TypeⅢでは TypeⅡと

ほぼ同程度の値を示している．このことより，増厚

を行う際にショットブラストによる表面処理を施す

ことにより，打継面を有しない供試体と同程度の曲

げ荷重が期待できることがわかる．したがって，シ

ョットブラストにより表面処理を行うことは，若材

齢に疲労荷重が作用することによる曲げ荷重低下の

抑制に非常に有効であると言える．

次に図－４は TypeⅠ，TypeⅡの付着強度比（残存

付着強度／比較付着強度）を示している．図より Type

Ⅰの付着強度比は 0.36，TypeⅡの付着強度比は 0.78

を示している．このことより，ショットブラストに

よる表面処理を施すことにより，疲労荷重が作用す

ることによる付着強度の減少率が大幅に小さくなっ

ていることがわかる．

表－２は打継ぎ面の表面積および表面積比を示し

ている．これらの表面積は触針式三次元形状測定機

により測定した計測点を三角形で結び，その三角形

の面積の総和を表面積として求めたものである．こ

こで，表面積比とは TypeⅠの打継ぎ面の表面積との

比である．凹凸のない平面の表面積は 2500mm2 とな

るが，この表より TypeⅠでは表面積が 2536mm2，Type

Ⅱでは 2849mm2 となっており，TypeⅡの表面積比は

1.12 となっている．よってショットブラストで表面

処理を行うことにより，表面積が 10％以上も増加し

ていることがわかる．このように新旧コンクリート

の付着面積が増加することにより付着力が増加し，

また疲労に対する抵抗性が向上したと考えられる．

４．まとめ

　ショットブラストにより表面処理を行うことは，

若材齢に疲労荷重が作用することによる曲げ荷重お

よび付着強度の低下の抑制に非常に有効であること

が明らかとなった．このことは，新旧コンクリート

の付着面積が増加することにより疲労に対する抵抗

性が向上し，一体化が図られたためと考えられる．

図－４　各タイプの付着強度比

供試体 TypeⅠ TypeⅡ
表面積(mm2) 2536 2849

表面積比 1.00 1.12

表－２　表面積および表面積比

図－３　各タイプの曲げ荷重比
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